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【要  旨】  
【背景】この研究の目的は、血液透析患者における心血管死亡の予測に対し  
て Non-HDL コレステロール (Non-HDL-C)がどの程度有用かを評価する。                                                                   
【方法】自施設の外来維持透析患者 259 人を 5 年半追跡調査した。血液透析  
患者の Non-HDL-C は総コレステロール (TC)と HDL コレステロール (HDL-C)か  
ら計算で求め、 Non-HDL-C の値によって 3 群に分け、 3 群間の生命予後をロ  
グランク検定にて比較した。各因子間の相関はコックス比例ハザードモデル  
を利用して分析を行った。                                                                       
【結果】フォローした期間で 44 人 (17.0％ )が死亡し、そのうち 33 人 (12.7%) 
が CVD による死亡であった。年齢、糖尿病、透析期間、収縮期血圧、血清ア  
ルブミン、 Non-HDL-C で示される脂質レベルで調整した多変量解析では、心  
血管死亡の独立した予測因子であった。 ROC 分析では血液透析患者の心血管  
死亡において Non-HDL-C が十分な感度と特異度を生むことを示した。カプラ  
ンマイヤー生存曲線では Non-HDL-C の値で 3 群に分けたところ心血管死亡に  
重大な違いが生じた。                                     
【結論】この研究の結果、 Non-HDL-C は血液透析患者の心血管死亡の重大な  
予測因子となりうる。                                     
